
田

淳‘

湖

の

地

震

に

就

て

'. I 

岡

四

四

亥

一
、
緒

昌

昭
和
六
年
一

HA
九
日
十
時
四
十
六
分
頃
秋
田
駿
田
樫
湖
附
近
に
殺
現
七
介
、
地
震
は
東
北
地
方
の
大
部
分
に
弱
震
を
戚
ぜ

し
め
た
程
度
で
微
動
計
記
象
も
震
央
距
離
八

O
O
粁
位
ま
で
し
か
得
ら
れ
ず
規
模
と
し
て
は
左
程
大
き
な
も
の
で
は
-
な
か

っ
た
が
之
の
地
方
と
し
℃
は
珍
ら
し
い
深
磯
地
震
と
し
て
注
意
を
引
い
た
。
そ
乙
で
初
め
隼
回
公
地
氏
に
よ
ら
調
査
が
始

め
ら
れ
た
が
氏
の
一
滴
岡
支
墨
轄
任
と
共
に
著
者
之
を
引
つ
ぎ
更
に
各
地
測
候
所
長
の
御
好
意
に
よ
ら
中
央
気
象
墓
宛
怠
ら

れ
た
該
地
震
記
象
紙
或
は
そ
の
需
異
を
基
と
し
一
一
通

b
の
調
査
を
行
ふ
事
を
得
た
。

弦
に
調
査
結
果
を
報
告
す
る
に
際
し
各
地
測
候
所
長
の
御
好
意
に
封
し
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
一
、
震
央
の
位
置

各
地
測
候
所
よ

b
の
報
告
は
よ
る
楼
震
時
、
初
期
微
動
継
緩
時
間
及
初
動
の
値
は
観
測
表
に
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
の
内

初
動
の
大
部
分
は
著
者
自
身
験
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

震
央
を
決
め
る
翁
に
著
者
は
等
p
!
S
線
、
等
援
震
時
線
を
ひ
き
初
動
分
布
を
参
考
と
し
て
該
地
震
の
震
央
を
左
の
如

氏
一
一
}



"‘ 四

く
決
定
し
た
。

震
央

東
経
百
四
十
度
六

北
緯
三
十
九
皮
八

秋
田
腕
田
津
湖
北
西
約
十
粁
槍
木
内
川
上
流

斯
く
し
℃
求
め
た
震
央
は
隼
田
氏
が

3
3に
石
川
i
和
還
の
方
法
で
求
め
ら
れ
た
震
央
と
ほ
ピ
一
致
し
て
ゐ
る
0

・次に

之
の
震
央
を
基
と
し
て
求
め
た
各
地
測
候
所
の
震
央
距
離
は
観
測
表
代
示
ヨ
れ
て
ゐ
る
。

豆
、
震
源
の
深
さ

震
源
の
深

3
を
決
め
る
翁
に

p
波、
S
波
の
走
時
曲
線
(
第
一
国
)
及
び

p
i
s
-
d
国
(
第
二
国
)
を
引
い
て
み
る
。
第
二

国
の
p
l
S
曲
線
か
ら
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
縫
績
時
間
と
し
℃
十
四
、
五
秒
を
得
る
。
之
よ
h
J
鷺
坂
清
信
氏
の
「
震

央
に
於
け
る
初
期
微
動
継
緩
時
間
よ
λ

リ
震
源
の
深

3
を
求
め
る
国
」
を
用
ひ
て
乙
の
地
震
の
震
源
の
深
芯
は
大
約
百
三
十

粁
と
な
る
。
(
験
震
時
報
第
四
巻
第
一
波
及
び
同
第
五
巻
第
一
競
参
照
)

走
時
曲
線
の
轡
曲
黙
の
震
央
距
離
か
ら
本
多
弘
吉
氏
の
国
(
験
震
時
報
第
五
巻
第
一
波
)
を
用
ぴ
て
深
さ
を
求
め
る
事

も
出
来
る
が
該
地
震
に
於
て
は
第
一
固
に
示
す
如
く
遠
距
離
の
観
測
な
主
錦
、
正
確
な
轡
曲
姑
を
求
め
る
事
が
出
来
・
な
い

従
て
之
の
方
法
は
諦
め
て
該
地
震
の
震
源
の
深

3
と
し
て
百
三
十
粁
を
と
る
。
ー

四
，
最
大
振
幅
及
び
最
大
加
速
度

地
震
伎
の
振
幅
を
A
E
そ
の
遡
期
を
T
と
す
る
と
A
一
T
は
地
震
波
を
正
弦
波
と
仮
定
し
た
時
の
加
速
度
に
比
例
す
る
。
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振
幅
の
最
大
な
る
時
加
速
度
も
最
大
な
る
も
の
と
見
倣
し
田
諜
湖
の
地
震
に
L

つ
い
七
最
大
振
幅
(
A
)
及
び
最
大
加
速
度

(

α

)

と
震
源
距
離
ハ
ゐ
)
と
の
関
係
を
求
め
る
。
但
し
弦
に
A
に
は
地
震
波
の
最
大
動
の
水
平
成
分
ハ
東
西
動
ー
と
南
北
動
と

句恒衣室"れ

、ーー、

-Z 

• 

ァ、
・F皐 -

1、

の
A
口
成
)
の
み
を
と

b
，
T
は
東
西
動
と
南
北
動
と
の
卒
均
を
以
て
し
旦
伐
近
似
的
に

深
さ
郎
百
三
十
粁
、

d
は
震
央
距
離
)
と
し
夫
々
観
測
表
に
一
不

3
れ
て
ゐ
る
・
。
第
三
国
に
示
ヨ
れ
る
如
く
縦
軸
に
F
o
m
〉

h
p
u
t
¥ミ
+
hぬ
凶
い
(
ん
は
震
源
の

を
と
ら
横
軸
に
d

卵
子
-
と
る
と
地
震
計
の
相
違
ゾ
地
質
上
め
差
蓮
及
び
上
の
m
限
定
か
ら
入
る
誤
差
等
に
よ

b
可
成
の
範
固
に
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'
黙
が
散
在
し
て
ゐ
る
が
大
臆
に
於
て
震
央
距
離
五
十
粁
か
ら
八
百
粁
位
ま
で
の
範
国
で
円
高
〉
と

ιと
は
直
線
的
関
係
と

〉

-

見
る
事
が
出
怠
る
b

叉
第
四
国
民
示

3
れ
る
如
く
同
様
の
関
係
が
H
L
O
m
吋
凶
と

4
と
の
聞
に
も
認
め
ら
れ
る
。

--、

(-N' 

Fig-5 1'9)勤と震源の機巧

E 震央 FFI断層線

H 震源、 NN'節るt
S5 地表

此
等
の
直
線
の
傾
込
-
-
ど
か
ら
次
の
関
係
を
得
る

〉
H
5
1
0
8
5同

H
I
c
-
-
M訊
h
V
同
向

命
日
。
。

B 

f' 

a
b
uは
常
数
で
あ
る
。
、

、

玉
、
震
源
じ
於
け
る
設
震
機
構

震
源
に
於
て
第
五
固
A
の
様
な
運
動
を
考
へ

る
と
地
表
面
で
は
同
国
B
の
様
な
初
動
分
布
と

な
る
。
之
ど
該
地
震
に
適
用
し
て
み
る
。
第
六

闘
は
之
の
地
震
の
初
動
分
布
国
で
あ
る
が
明
か

q
u
 

に
F
-
F
-な
る
園
弧
を
引
く
事
が
出
来
る
。
問
中
長
い
矢
は
著
者
自
身
議
取
っ
た
極
め
て
明
瞭
な
る
初
動
で
あ
る
。
更
に
N

r
な
る
図
弧
を
引
車
F

T
を
断
層
線
、

N

W
を
節
線
と
考
へ
る
事
に
よ
λ

リ
機
構
を
左
の
如
く
考
へ
る
事
が
出
来
る
℃

の
傾
を
有
す
る
殆
ん
ど
南
北
方
向
の
面
に
沿
ふ
て
そ
の
東
側
が
下
方
へ
西
側
が
上
方

震
源
氏
於
て
鉛
直
と
大
約
π
一4

へ
務
位
し
た
却
ち
最
宅
起
ι
リ
易
い
億
角
約
四
十
五
度
の
逆
断
層
で
あ
る
。

記
象
の
上
か
ら
見
℃
も
秋
田
の
上
下
動
の
初
動
の
非
常
に
大
き
い
事
(
潟
真
家
」
照
)
や
筋
線
附
廷
の
観
測
所
例
へ
ば
新

八
七



一
浦
搬
の
そ
れ
に
比
し
極
め
℃
小
な
る
事
も
之
の
殺
震
機
構
を
考

-
『
革
品
目
↑

v

一
的
問
へ
る
上
に
役
立
つ
o

日
本
に
於
る
浅
い
地
震
の
殆
ん
芝
凡

U

一
棚
醜
て
が
水
平
断
層
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
反
し
深
い
地
震
で

/
い
‘
子
山
一
酢
問
水
平
断
層
の
あ
ま

b
見
ら
れ
-
な
い
の
は
面
白
い
事
で
あ

/
f
メ

J

一
一
地
子

人一

v
p
F
b〉
一
一
九
一
る
o
F
鷺
坂
氏
が
嘗
て
調
査
さ
れ
た
昭
和
四
年
六
月
三
日
の

j
J
1
J一

ι志
摩
牛
島
の
深
夜
地
震
ー
す
三
百
粁
!
完
全
垂
直

J
V

「

I
J
1ー
¥
-
F
U

5

一
z
×

』
日
断
層
に
近
い
明
瞭
な
建
断
層
に
蹄
せ
ら
れ
た
)

に ← -11;五二←

心ノ
セ~， .' 
5} 1 -' 
、む

"ろ;;

i'、
i¥. 

潟
E

命
円
津
、
水
戸
、
柿
岡
、
銚
子
等
に
於
る
初
動
が
一
臓
島

穴
、
震
源
附
近
の
震
浪
速
度

前
述
の
如
く
第
一
国
の
走
時
曲
線
に
於
て
は
輝
一
可
曲
姑
を
正
確
に
決
め
る
事
は
出
来
な
い
が
ほ
立
簿
曲
貼
と
見
倣
さ
る
べ

t

L

A

 

3
震
央
距
離
七
一
百
粁
附
近
の
走
時
曲
線
の
傾

3

a
一
成
)
か
ら
さ
お
斗
判
(
白
地
球
の
宇
径
、
~
は
地
球
の
中
心
と

震
源
と
の
距
離
)
に
よ

b
震
源
に
於
け
る
大
胆
胞
の
震
波
速
度
(
り
帥
)
を
算
出
し
て
み
る
と

。EH
J『
・
吋
常
¥
想

(
吋
山
知
)

N
J
E
H
品
・
品
常
¥
寺

313 

1I 
)--1. 

-:t 
bド

と
な
る
。

(
∞
持
)



七
，
異
常
震
域

第
七
悶
は
乙
の
地
震
の
大
凡
の
震
度
分
布
固
で
あ
る
が
之
を
見
る
と
北
海
道
南
東
海
岸
、
東
北
地
方
の
南
東
部
及
び
闘

東
地
方
の
東
部
に
於
て
震
度
の
異
常
分
布
を
呈
し
て
ゐ
る
。
之
等
の
地
方
は
岐
に
多
く
の
地
震
に
つ
い
て
異
常
震
域
と
し

て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
命
第
四
国
に
於
て
は
異
常
震
域
と
最
大
加
速
度
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

E
 

E

J

乙
の
地
震
の
記
象
は
深
夜
地
震
特
有
の
型
を
呈
し

山
中
山
。
一
樹
霊
(
に
見
る
如
く
盛
岡
ー
と
秋
田
と
で
は
全
然
記
象
型

α

6

，
一
常

h
u
M

一
一
一
一
を
異
に
し
℃
ゐ
る
。
而
し
℃
他
の
多
く
の
測
候
所
の

X
@
⑧
一
服
記
象
は
始
ん
左
前
点
?
と
同
様
な
形
を
示
し
た
。

-nHq 

-
v白
υ

一
津

一
回

目
円

d
-
F
 

八
、
記
象
型

丸
、
週

葉B

深
夜
地
震
の
特
長
と
し
て
一
般
に
そ
の
週
期
が
浅

い
地
震
に
比
し
短
い
事
は
既
に
よ
》
く
知
ら
れ
て
ゐ

し
て
み
る
と
約
二
秒
、
と
な

b
矢
張
普
通
の
地
震
の
そ
れ
に
比
し
可
成
短
い
。

る
。
該
地
震
に
つ
い
て
そ
の
最
大
動
の
週
期
を
卒
均

終
に
臨
み
種
々
御
指
導
御
助
言
下

3
っ
た
岡
宮
先
生
始
め
鷺
坂
‘
本
多
雨
氏
及
び
製
閏
を
受
持
た
れ
た
三
浦
秀
正
氏
に

i¥. 
九
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